
規

矩

考

-

「
周

禮

考

工

記
」

よ

り

の

考

察

-

高

田

克

巳

一
、

車

制

総

序

「
規

矩
」

の
実

態

は

『
考

工
記
』
①

の
車
制

の
規

画

の
う

ち

に
も

検
出

が
可
能

で
あ

る
。

『
考

工
記
』

の
車

制

に

つ
い
て
、
宋

代

で
は
推

量

さ
れ

た

図
説

に
よ

っ
て
注

釈
が
な

さ
れ

て

い
た

。

清

朝

で
は
、
さ
ら

に

こ
れ

が
考
証
学
者

に
よ

っ
て
詳
細

に
論

じ
ら

れ
た
。
②

わ

が
国

で
も
、
車
制

に

つ
い
て
は
、

考
古
学
者

や
東
方

文
化

研
究

の
専

門
学
者

に
よ

っ
て
論

述

さ
れ

て
き
た
。
③

し

か
し
な
が

ら
、

こ
れ

に
規

矩

の
存

在
を

確

認
す

る
た
め

に
、

図
象
的

分
析

を
加

え

て
論

及
を
試

み
た

も

の
は
、

未
だ
筆
者

の
知

ら
な

い
と

こ
ろ

で
あ

る
。

近

年

に
は
、

ゆ
国

考
古
学
者

の
手

で
、
駁

・
屑

・
先

秦

時
代

の
古

墓
が
発

掘
さ
れ

て
、

そ
の
報
告
書

か

ら

は
、

具
体
的

に
車

の
実

体

が
知
ら
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
。
④

そ
れ

に
よ
れ

ば
、

『
考

工
記

』

に
記

さ
れ

て

い
る
寸
法

、
あ

る

い
は
後
世

で
解
釈

さ
れ
た
形
体

は
、
細

部

で
は
実
休

と
相
違

し

て
い
る
と

こ
ろ
も
多

い

こ
と

が
、

明

ら

か
に
な

っ
た
。

し

か
し
車

の
構

造

や
形
式

の
大

綱

は
、
互

い
に
ょ
く
似

た
も

の
で
あ

っ
て
、

と
く

に
異

っ
た
車

制

に
属

す

る
も

の
は
な

い
。

し
た
が

っ
て
同

一
系

統

の
車

制

の
も

と

に

製

作
さ
れ

て

い
る

こ
と

が
考
え

ら
れ

る
。

『
考

工
記
』

に

は
、

車

の
製
造

工
程

や
検

車

(察
車

と

い
う
)

の
こ
と
、

ま

た
各
部
分

の
材

が
詳

し

く
記
さ

れ

て
い
る
点

で
、

他

に

は
ま

っ
た
く
類

の
な

い
書

で
あ

る
。

こ
れ

こ
そ
唯

一
の
残

さ
れ

た
車
制

と

い
え

る
も

の

で
、
古

代
車
制

を
代
表

す

る
文

献

で
あ

ろ
う
。

し

た

が

っ
て
、

こ
の
車
制

を
根
本

的
資
料

と
し
て

深
く
掘

り
下
げ

て
行
き
た

い
。規

矩

考
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規

矩

考

『
考
工
記
』

の
総
序

の
末
尾
に
は
、
歴
史
的
に
代

々
の
特
有
の
工
が
あ

っ
た
こ
と
を
あ
げ

て
、

「
有
虞
氏
上
陶
、
夏
后
氏
上
匠
、
毅
人
上
梓
、
周
人
上
輿
」
と
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

で
、
工
の
尊
重
す
る
と
こ
ろ
を
異
に
し
て
い
る
が
、
周
代

に
な
る
と
輿
の
工
が
重
ん
ぜ
ら
れ
た
と
し
、
車

は
多
く
の
種
類
の
材
料
と
、
各
専
門
工

の
技

術
が

一
つ
に
聚
あ
ら
れ
て
、
造
ら
れ
る
も
の
だ
と
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

故

一
器
而
工
聚
焉
者
車
為
多

故
に

一
器
に
し
て
工

の
聚
(
ソ
ナ
)
わ
る
は
車
を
多
と
な
す

と
あ
る
。

『
考
工
記
』
が
編
集
さ
れ
た
時
期

で
は
、

車
が
高
度
に
発
達
を
と
げ
た

の
は
周
代

で
あ
る
と
考
え
て
、

そ

の
技
術

の
粋
を

語
ろ
う
と
し
た
の
が
、

こ
の

一
篇
で
あ

っ

た
。
上
古
に
、
車

の
よ
う
な
複
雑
な
構
造
物
を
造
る
の
に
、
木

・
皮

・
青
銅
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
上
質
の
材
料
を
用
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
最
高
の
技
術
を
必
要
と

し
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

次
に

車
有
六
等
之
数

車
に
六
等

の
数
あ
り
⑤

と
し
て
等
級
を
別
け
、
さ
ら
に
そ
れ
を
詳
論
し
て
い
る
。

車
診
四
尺
謂
之

一
等
、
父
秘
六
尺
有
六
寸
、
既
建
而
進
崇
於
診
四
尺
謂
之
二
等

車
診
⑥
は
四
尺
こ
れ
を

一
等
と
謂
う
、
文
秘
は
六
尺
六
寸
あ
り
、
既
に
建

て
て

人
長
八
尺
崇
於
父
四
尺
謂
之
三
等
、
斐
長
尋
有
四
尺
崇
於
人
四
尺
謂
之
四
等

迄
す
れ
ば
秒
に
崇
き

こ
と
四
尺
、

こ
れ
を
二
等
と
謂
う
、
人
長
八
尺
父
に
崇
き

車
戟
常
崇
於
彙
四
尺
謂
之
五
等
、
酋
矛
常
有
四
尺
崇
於
戟
四
尺
謂
之
六
等
、

こ
と
四
尺
、

こ
れ
を
三
等
と
謂
う
、
彙
長
は
尋
四
尺
あ
り
、
人
に
崇
き

こ
と
四

車
謂
之
六
等
之
数

尺
、

こ
れ
を
四
等
と
謂
う
、
車
戟
は
常
、
彙
に
崇
き
こ
と
四
尺
、

こ
れ
を
五
等

と
謂
う
、
酋
矛
は
常
四
尺
あ
り
、
戟
に
崇
き
こ
と
四
尺
、
こ
れ
を
六
等
と
謂
う
、

車
は
こ
の
六
等
の
数
を
謂
う

以
上
に
謂
う
と
こ
ろ

の
車

は
、
鄭
玄

の
注

に
も
あ
る
よ
う
に
兵
車
で
あ
り
、
尋
は
八
尺
、
常

は
十
六
尺
で
あ
る
か
ら
、
六
等

の
数
と
は
車
の
高
低
の
差
等
を
指
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。
車
診

(
鄭
注
に
鯵
は
輿
後

の
横
木
と
あ
る
)

の
四
尺
を
基
準
に
し
て
、

こ
れ
に
し
た
が

っ
て

四
尺
増
す
毎
に

等
を
の
ば
し
て
、

六
等
に
い
た
る
の
で
あ

る
。
⑦
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い
ま
等
別

の
概
要
を
記
せ
ば
次

の
よ
う

に
な
る
。

一
等
、
地
面
か
ら
輿
上
ま
で
の
高
さ
は
四
尺
で
あ

っ
て
、
人
長
は
八
尺
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
は
登
降
す
る
の
に
丁
度
よ
い
高
さ
と
し
て
い
る
。
⑧

二
等
、
父
秘

は
六
尺
六
寸

で
あ
る
が
、
父
の
柄
を
輿
上

に
付
け
て
建

て
れ
ば
、
こ
の
高
さ
に
輿
高
が
加
わ
る
。
し
か
し
文
は
斜

に
俺
せ
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
四
尺
の

高
さ
に
な
る
。

よ

っ
て
地
面
か
ら
八
尺
で
あ
る
。

こ
れ
は
儀
礼
的
な
法
式
に
し
た
が
う
も

の
の
よ
う
で
あ

る
。
旗
な
ど
も
斜
め
に
挿
す
様
子
が
見
ら
れ
る
。
以
下

の
文
で

は
直
立
し
た
高

さ
で
あ
る
が
、
走
車

の
と
き
は
す

べ
て
斜

め
に
倒
し
た
よ
う

で
あ
る
。
車

の
左
右
や
前

の
桟
の
外
則
に
、
と
り

つ
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
あ

っ
て
、
旗

の

類
や
武
器
を
挿
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
か
ら
図
説

(
一ー=

)
す
る
よ
う
な
規

画
図
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

三
等
、
人
長
は
八
尺
で
あ
る
か
ら
、
輿
上

に
立

て
ば
文

よ
り
も
四
尺
高
く
な
る
。
地
上
か
ら
は
十
二
尺

に
な
る
が
、

こ
れ
は
立
乗
姿
勢
の
形
状
で
あ
る
。

四
等
、
凡又
を
建
て
る
と

一
丈
二
尺

で
、
輿
上

の
人
長
よ
り
も
四
尺
高

い
。
林
氏
の
注
⑨
に
よ
れ
ば
、
奨
を
執

っ
て
車
上

に
立
ち
、
王
に
前
駆
す
る
役
職

の
者

は
伯
で
あ

る
。
地
上
か
ら
十
六
尺
で
あ
る
。

五
等
、
戟
は

一
丈
六
尺
、
地
上
二
十
尺
と
な
る
。

六
等
、
矛

の
長
さ
が
二
十
尺
で
、
地
上
二
十
四
尺
で
あ

る
。

以
上

の
六
等

の
数
は
、
人
の
動
作
を
主
と
す
る
た
め
に
人
長
八
尺
を
本

に
し
て
意
匠
企
画
し
、

こ
れ
に
等
別
を
あ
た
え
た

こ
と
が
推
察

で
き
る
。

次
に

凡
察
車
之
道
、
必
自
載
於
地
者
始
也
、
是
故
察
車
自
輪
始

凡
そ
車
を
察
す
る
の
道
は
、
必
ず
地

に
載

せ
と
こ
ろ
よ
り
始
む
る
な
り
、

こ
の

凡
察
車
之
道
、
欲
其
撲
属
而
微
至
、
不
撲
圏
無
以
為
完
久
也
、
不
微
至
、
無

故
に
車
を
察
す

る
は
輪

よ
り
始
む
、
凡
そ
車
を
察
す
る
の
道
に
は
、
そ
の
僕
騰

以
為
戚
速
也

に
し
て
微
至
な

る
を
欲
す
、
⑩

撲
庵
せ
ざ
る
は

以

っ
て

完
久
と

為
す
な
き
な

り
、
微
至
せ
ざ
る
は
以

っ
て
戚
速
⑪
と
為
す
な
き
な
り

と
あ

っ
て
、
お
よ
そ
車
を
検
察
す
る
に
は
地
面
に
載

せ
る
と
こ
ろ

(地

に
接
す
る
)

の
輪
か
ら
始

め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
車

の
制

で
重
要
な
個
所
は
輪

で
あ
る
。
車

の
良
悪
や
製
作

の
巧
拙
を
見
る
に
は
、
ま
ず
こ
こ
か
ら
始
め
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
易
の
卦
を
み
る
と
き

の
よ
う
に
、
文
を
地

の
位
置
か
ら
始
め
る
意
味

に
通
じ
る

か
の
よ
う
な
記
述

で
あ
る
。
さ
ら
に
輪

の
各
部
分

の
組
立
が
堅
固
で
、
完
全
な
円
に
な

っ
て
い
れ
ば
回
転

し
易
く
、
輪

の
接
地
は
平
均
さ
れ
て
微
至

(地
に

つ
く
こ
と
は

規

矩

考
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規

矩

考

微

か
に
、

軽

や
か
に
)

に
な

る
。
微

至

で
な

い
も

の
は
、
速

く

ス
ム
ー
ズ

(戚
速

し
)

に
は
走

ら
な

い
。

要

す

る
に
円

の
完
全

形

で
あ
る

こ
と
、

な

が
も

ち

す
る
よ
う

に

堅
牢

に
作
ら
れ

る

こ
と

が
、

の
ぞ
ま

れ

る

の
で
あ

る
。

と

記

し

て
、

そ

の
後

に

輪

巳
崇

、
則
人

不
能

登
也

、
輪
已

痺
、

則
於
馬
終
古

登
随

也

輪

巳

で
に
崇

(高

)
け
れ
ば

則
ち

人
よ
く

登
る

こ
と
能

わ
ざ

る
な

り

、
輪

巳

で
に

痺

く
け
れ
ば

則

ち
馬
終

古

(常

に
)

弛

(
阪
)

を
登
る
な
り

⑫

と
、
輪

が
高

け
れ

ば
輿
も
高

く
な

る

の
で
、

人

は
登
る

(乗

車

)

の
に
難

か
し
く
、

低

い
と
馬
も
曳

き
難

い

(
い

つ
も

坂
を

登

っ
て

い
る
よ
う

で
)

の
で
あ

る
こ
と
を
言

う
。

こ

の
よ
う

に
、

人

の
動

作

や
馬

の
索

引

の
状
態

か
ら
、

そ

の
高

さ
が
規

定
さ

れ
る
。

し
た
が

っ
て
、

故

兵
草

之
輪
、
六

尺
有
六

寸
、

田
車

之
輸

、
六
尺
有

三
寸

、

乗
車
之
輪

、

六

故

に
兵
車

の
輪

六
尺
六
寸

あ
り

、

田
車

の
輪

六
尺
三
寸
あ

り
、
乗
車

の
輪

六
尺

尺
有
六
寸

六
寸

あ
り

と

し
、

こ

の
六
尺
六

寸

の
輪

に

つ
い
て
は
、
更

に
細
部

の
制

を

定
め

て

六

尺
六
寸

之
輪

、
軟

崇

三
尺
有

三
寸

也
、
加

診
与
戟

焉
四

尺

也
、
人
長

八
尺

六
尺
六

寸

の
輪

、
軟

の
崇
さ

三
尺
三
寸

あ

る
な
り

、
診
と
模

を
加

え
て
四

尺
な

登
下
以
為

節

り

人
長
は

八
尺

登
下

は
以

っ
て
節
を
な

す

と
あ

る
。

前
出

の
等
別

に
お
け

る
よ
う

に
、
車
診

四
尺

だ
け

で
は
説

明
が

不
足

で
あ

っ
た
が
、

こ
こ
に
軟

ま

で
の
高

さ
を

三
尺

三
寸

と
明
示

し
て
、

そ
れ

に
診

と
撲

の
七

寸

を

加
え

て
四
尺

で
あ

る

こ
と
を
補

足

し
た

わ
け

で
あ

る
。

⑬

以
上

は
車
制

の
総

序

に
あ
た

る
。

註

①

『周
礼

考
工
記
』
は
永
懐
堂
本
の
鄭
注
を
用
い
た
。

『
周
禮
』
は
漢
代
に
は

『周
官
経
』
と
い
う
。
鄭
玄
以
来
こ
の
書

の
解
釈
は
無
数
と
い
っ
て
も
よ
い
。

②

た
と
え
ば
本
論
に
用
い
た
文
献
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

(宋
代
)
趙
汝
騰

:
東
巌
周
礼
訂
義
、
林
希
逸

-
考
工
記
解
、
昂
宗
義

:
新
定
三
禮
図

(清
代
)
戴
震

-
考
工
記
図
、
程
瑞
田
-
考
工
創
物
小

記
、
玩
元
-
考

工
記
車
制
図
解
、
銭
培
-
車
制
考
、
欽
定
禮
記
義
疏
附
録
禮
器
図

③

矢
島
恭
介

・・支
那
古
代
の
車
制

考
古
学
雑
誌
第
十
八
巻
五
号

昭
和
三
年

羅
庸

-
模
製
考
工
記
車
制
述
略

考
古
学
論
叢

昭
和
三
年

林
己
奈
夫

-
中
国
先
秦
時
代

の
馬
車

東
方
学
報

京
都
第
二
十
九
冊
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⑥⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦

吉
田
光
邦

-
周
禮
考
工
記
の

一
考
察

東
方
学
報
第
三
〇

昭
和
三
十
四
年

輝
県
発
掘
報
告

-
琉
瑠
閣
故
国
車
馬
坑
、
河
南
三
門
峡
上
村
怜
號
国
墓
地
車
馬
坑
、
西
波
輻
車

(長
沙
発

掘
報
告
)

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

鄭
玄
の
注
に
車
有
天
地
之
象
、
人
在
其
中
焉
、
六
等
之
数
、
法
易
之
三
材
六
画
、

『周
易

説
卦
伝
』
に
、
昔
者
聖
人
之
作
易
也
…
…
兼
三
才
而
両
之
故
易
六
画
而
成
卦

分
陰
分

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

陽
迭
用
柔
剛

故
六
位
而
成
章

と
あ
る
の
を
引
い
て
、
法
象
の
具
備
す
る
こ
と
を
注
し
て
い
る
。

診
は
輿

の
後
に
あ
る
横
木
、
崇
は
高
さ
、
尋
は
八
尺
を

い
い
、
尋
の
倍
す
な
わ
ち
十
六
尺
は
常
で
あ
る
。
鄭
玄

の
注
に
よ
れ
ば
進
と
は
於
車
邪
俺
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
父
を
車

に

斜
め
に
た
て
か
け
よ
せ
て
着
け
る
こ
と
で
あ
る
。

四
数
毎
に
区
分
す
る
法
は
、
易
の
著
を
計
算
し
て
い
く
法
で
あ
る
。
年
間
の
四
季
に
分
た
れ
る
こ
と
の
象

に
し
た
が

っ
た
も

の
と
い
う
。

林
希
逸

-

『盧
斉
考
工
記
解
』
に
は
、
従
地
下
至
輿
上
高
四
尺

人
長
八
尺
登
降
以
為
節
此

～
等
也

林
希
逸
の
前
同
書
に
詳
解
し
て
い
る
。
同
書
の
挿
入
図
版
は
独
断
と
考
え
ら
れ
る
箇
処
が
多

い
。

鄭
玄
注
、
鄭
司
農
云
…
…
微
至
謂
輪
至
地
者
少
、
言
其
園
甚
、
著
地
者
微
耳
、
著
地
者
微
、
則
易
転
故
不
微
至
、
無
以
為
戚
数

鄭
玄
法
に
よ
れ
ば
、
撲
属
猶
附
着
堅
固
貌
也
で
あ
る
。
戚
は
疾
ま
た
速
で
、
と
く
に
は
や
い
の
意

鄭
玄
注
、
已
、
大
也
甚
也
、
崇
、
高
也
、
斉
人
之
言
終
占
、
猶
言
常
也
、
随
、
阪
也
、
輪
痺
則
難
引

靱
は
喜
の
こ
と
、
車
の
軸
の
さ
き
で
毅
末
の
こ
と
、
毅
表
と
も

い
う
。
撲
は
軸
を
安
ん
ず
る
も
の
、
伏
免

と
も
い
い
惨
と
軸

の
問
に
あ
る
。

二
、

車

六

等

の

図

象

(
図
説
車

一
)

車

六

等

の

規

画

「
車
有

六
等
之

数
」

と

い
う

の
は
、
鄭

玄

の
注

に
よ
れ

ば

「
車

有

天
地
之
象

、

人
在

其
中

焉
、
六

等
之

数

、
濾

(
法
)
易

之

三
材

六
画
」

と
あ

る
。
車

は
易
法

の
三
才

(
天
地

人
)

六

画

(
卦
画
)

を

そ
な

え

て

い
る
も

の
だ
と

い
う
。

こ
れ
は
六

面

の
卦

画
を

い
う

の
で
あ
ろ

う
が
、

い
わ

ゆ
る

「
法
象
」

を
も

っ
た
形

体

で
あ
る

こ
と
を
も

指
摘

し
た

と
解

さ
れ

る
。

ま
ず
六
等

の
数

の
等

別
は
、
車

の
高

低

の
差
等

に
あ

っ
た
。

四
尺
毎

に
等
級

を

つ
く

っ
た
数

値

の
配

分

法

か
ら
み
れ

ば
、
易

に
お

け
る
着

の
四
営

に
か

け
た
も

の
で
あ

り
、

ま
た

「
規
矩
」

に
よ

る
意
匠

形
式

に
発
想

し

て
い
る

と
も

仮
定

さ
れ

る
。

以
下

に
図
形

(法

象

の
意
を
含

む
規
矩
)

を
試

み
る
。

理
解

を
容
易

に
す

る
た
め

に
、
便
法

と

し
て
記

号

に

ア

ル
フ

ァ
ベ

ッ
ト
を

用

い
る
。

車
高

は
四

尺

で
、

そ
れ

を
基
準

に
倍

数

を
と

っ
て
父

・
人

・
凡又
・
戟

・
矛

の
高

さ
と

す
る
。

す
な
わ

ち

e
A
が
四
尺

で
、

2
1

3
1

4
i

5
-

6
の
等

別

に
な

る
。

規

矩

考
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矩

考

黄
柄
は
六
尺
六
寸
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
半
径
と
し
て
、

一
応

の
と

こ
ろ
穀
を
中
心

a
に
し
て
規
円
し
、
そ
れ
に
内
接
す
る
正
方
形
を
と
れ
ば
、

一
辺
b
d
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
円
の
二
分

の

一
の
円
は

a
e
を
半
径
と
し
た
円
で
、
朝
を

a
に
と
れ
ば
、

a
e
は
軟
高

の
三
尺
三
寸
に
当
る
。
二
分
の

一
円
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
直
径
は
、
前

の
六
尺
六
寸
半
径
円
に
内
接
す
る
六
稜
形

の

一
辺
に
相
当
す
る
。

こ
の
円
を
仮
に

一
方
を
大
円

(直
径
十
三
尺
二
寸
)
と
し
、
他
方
を
小
円

(直
径
六
尺
六
寸
)
と
す
る
。

こ
の
大
円
に
内
接
す
る
正
方

形
か
ら
八
稜
形
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

(
角
b

a
♂
を
得
る
)

a
b
が
六
尺
六
寸

で
あ
れ
ば
b

c
は
四
尺
七
寸
、

こ
れ
か
ら
七
寸

(
診
と
僕
と
で
七
寸
)

を
差
引
け
ば
四
尺
で
あ
る
。
さ
ら
に
人
円

の
中
心

a
を

輪

の
中
心

(
穀
)

に
置

い
た
が
、
次
に

A

(
三
尺
三
寸
に
七
寸
を
加
え
て
朝
高
四
尺
)

に
移
せ
ば
半
径
は
A
B
で
あ

る
。
こ
の
と
き
B
C
を
四
尺
に
す
れ

ば
、
A
B
は
父

(
柄
)

の
傾
射

の
姿
勢
と
等
高
長
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
b
の
高
さ
が
そ
の
ま
ま
B
に
移
さ
れ
る
。
B
C
を
勾
と
し
、
そ
の
延
長
に
D
を
と
れ
ば
、
B
D
は

内
接
す
る
五
稜
形

の

一
辺
に
近
い
長
さ
を
も

っ
た
線
分
で
あ
る

(古
代
に
お
け
る
五
辺
形
構
成

の
方
法
と
推
定
、
計
算
値
は
図
解
参
照
)
。

こ
こ
に
三
角
形
A
B
C
は
三
、

四
、
五

(
勾
、
股
、
弦
)

の
比
を
も

つ
。
B
D
は
八
尺
、
そ
の
三
倍
が
六
等
数

の
矛

(地
上
か
ら
二
十
四
尺
)

の
高
さ
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
人
の
位
置

(
0
)
を
中
心

と
し
て
、
各
高
を
半
径
と
し
た
と
き
は
、
三
重
の
円
を
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
既
報
①
し
て
き
た
よ
う
に
こ
れ
は
基
本
的
な
規
矩
図
法

に
相
当
す
る
。

鄭
玄
の
注
す
る
法
易

の
三
才
⊥ハ
画
と
い
う

の
は
、

こ
の
象
数

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
し
か
し
具
体
的
な
規
矩
図
形

で
あ

っ
た
か
ど
う
か
、
さ
だ
か
で
は

な

い
。
易
に
用
い
た
記
号

(交
)
と
象
数
は
、

こ
れ
ら
よ
り
更

に
古

い
同
種

の
図
象
か
ら
抽
象
し
組
織
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

六
尺
六
寸
半
径
円
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
細

に
解
析
を
お

こ
な
う
。

A
B
C

(
B
C
勾
、
A
C
股
、
A
B
弦
)

は
自
然
数

の
三

・
四

・
五

(
四

:
五
、
二
五

・・
六
、
六
)
の
比
を
も

つ
直
角
三
角
形

で
あ
る
。
大
円
に
は

(
以
下
図
略
し

て

規
跡
を
示
す
)
六
稜
形
が
内
接
す
る
。

こ
の

一
辺
長
は
小
円

(
半
径
三
尺
三
寸
)

の
径
と
等
長
で
あ
る
。
そ
れ
は
小
円
の
外
接
正
方
形

の

一
辺
で
も
あ
る
。
大
円
の
内

接
正
方
形
と
六
稜
形

の
稜
角
頂
と
の
間
隔
は
、
円
周
を
二
十
四
分
割
す
る
。
ま
た
そ
れ
の
間
に
B
の
位
置
が
図
形
で
き
る
。

(
A
B
は
父
柄

で
あ
る
。)

こ
の
よ
う
な
割

円
法
が
応
用
さ
れ
て
、
父
柄

の
六
尺
六
寸
と
、

そ
の
斜
傾

の
高

さ
四
尺
を
定
め
た

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
に
便
宜
的
に
四
稜
形
と
六
稜
形
と

の
中
間

で

五
稜
形
の

一
辺
を

つ
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た

の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
正
確
で
は
な

い
。
規
画
の
過
程
を
示
す
た
め
に
規
円
の
跡
を
示
し
た
。
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(図 説 車一)

車 六 等 の 規 画

ea=3.3(尺)… …朝高eA=4(尺)… …車高

4尺 の倍数を2,3,4,5,6に と り車の一等か ら六等 までの各 々を示 してい る。

aA=O.7(尺)… …珍 と撲AB-ab=6.6(尺)… …父柄

半径6.6尺 円は ∠bac'に て8分 割 され る。 したが って内接八稜及び四稜を得 る。

四稜 の一辺 はbd,よ って ∠bac-45°

故 にac一 励 蕩 一4666(4・7尺 弱)

(こ れ はv/2一 を 「五斜Uと した古代計算法か らすれ ば4.71尺)

4,7尺 と して,こ れか ら7寸 を差引けば4尺,7寸 を 朝高の3.3尺 に加 えれば,車 高の4尺 で ある。

また ・ で,BCは 父 を斜に した ときの高 さ4尺 であ る。したが ってbe‐BC=4.7-4=0.7(尺)

で ある。すなわち0.7尺 一aA,こ の ように してAを 中心 としてAB半 径 円をつ くることがで きる。

AB半 径円のときAB:BC-6.6:4故 にACは}/6.62-42=5.25(尺)強 であ る。

積矩の計算法(三 辺 が3,4,5の 直 角三 角形)か らみれば,

3:4:5=4:5.25:6.6で あ る。

この計算法を使用 していることが,う かがえ る。
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規

1牙(網)

罎1ン
1議}(珍)

綴

闘}2・ 鈴

矩

考

22車 句 ・。・… 。・・23車 厄

24犠 … … …25衡

1鍋 朝
31鞍(伏 兎)

32薯(轡)…33軸

34轄

一林已奈夫氏:中 国先秦時代の馬車による一
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車 の 各 部 名 称 図

62規

矩

考

30

17

18(ZQ)

前

1判14左
1

刈1

く面後輿

-
直

「

経

-

I

-

I

-f

くξ

-

'

13

前 面 佑 半〉

i6

2928

27

13

0

4

29

1

12

r
ムー25

34
2

-一 一7

ノ

4
.

/

6

5
1110983

L

12

15

41

13

28

16

0

33

ロムー32

100cm
-
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「輪」 の 構 成 部 分

規

矩

考

輪

崇

①
』
海

鄭

玄

説

(後

漢
)

牙
の
断
面
を
正
方
形
と
し
た
四
分
法
に
よ
る
数
値

牙

囲

不

漆
漆

漆

内

毅

長

毅

径
薮賢朝輻

位 輻

置 の

 

輻

長

股

囲

骸

囲
綬

輪

高

の

く
①

牙

囲

の

ド
＼
ω

牙

囲

の

ト。
＼
ω

漆

内

の
中

識

一
＼
卜。

長

の

一
＼
°。

毅

径

の

H
＼
ω

穀

径

の

ミ
α

訂

正

値

ω
＼
α

穀

径

の

ト。
＼
α

厚広

分 毅

態
て を

内 外

tミN
WW

 

殺

一
＼
ω

股

囲

の

N
＼
ω

寸

N
＼
ω

一
゜
一
湘ω

側
4

、閣

①
誌
知

。゚
°
卜。
海

一碧
讐品
4

・・
聖

rn

C37N

4

 

盛
4

ρ

α
4
一
4

一
゜
㊤
湘

ρ

㎝
4

ρ

①
①
4

牙
怪

穿

牙
巾

、
卿
4

断
面
長
方
形

巾
部
の

一
4
×
N

に
厚
を
加
え
る

巾

部

の

・。
卿
4

×

N

に
厚
を
加
え
る

①
①゚
海

か
ら
不
漆
部
両
面
各

ド
4

を
差
引
く

穀
囲
に
等
し
い

周
三
径

一
に
よ
る

輻
を
は
め
こ
む
墾
の
深
さ
、
輻
の
巾
と
同

穀
の
軸
を
通
す
孔
の
内
側
、
大
穿
、
厚孔
一内

寸に
が金
あ
る

 

銅
碑
蚕

鍔
馨
奪
藍
禁
逡
離
翌
差
引
轟
4

綱
繭

鱒
鷺

ボ
欝

。.蹴
考
纏

)

明
文
は
な
い

輻
広
三
寸
五
分
を
差
引
け
ば
外
方
に

同
じ
く
差
引
い
た
内
方
に

寸
法

の
明
文
は
な
い

輻
の
穀
に
近
い
方
、
寸
法
の
明
文
は
な
い

同
上
牙
に
近
い
方

穀
と
牙
輪
間
の
反
り
の
寸
法

牙牙
巾厚

と
も
に

庫
†

・。
饗

-
誤

4

牙
巾
部
は

町

-
:

α・・
融

牙
巾
部
は

郎

4
凸

・.㊤
暴

①
・・
暫

よ

9
。・・
講

晶

4
よ
鍵

融

晶

4
⊥

p
・・
茸

爵

ω
一
ω
ω
4

ー

ω
゜
①
卜。
4

齢

卜〇
一
①

・。
磐

-
堕
①・。翻

①卑

4
-
毯

誌

幽
卑

4
-
装

議

厚広
^は
約薮
一に

寸等口い

1-sρ

8露
44

 

一
〇
°
卜。
°。
4

㊤
゜
2

4

輻

長

漣

゜
°。
ω
4

殺

。゚
』

刈
4

右

の
数
値
は
矢
島
氏
説
に
お
い
て
も
と
ら
れ
て
い

る指
示
の
数

ρ
①
①4

王
氏

(宋
)
計
算
値
か
ら
推
し
て
鄭
氏
に
従
う
べ
し
と
す
る
。
戴
氏

(清
)
鄭
説
は
正
し
い
と
考
え
て
い
る
、
し
か
し
円
周
の
密
率
計
算
を
加
え
て
訂
正
し
た
が
、
意
味
を
も
た
な

い
。

玩
氏

(清
)
い
わ
ゆ
る
片
面
説
で
あ
る
、
推
定
独
案

が
多

い
。
し
か
し
実
証
的
考
察
を
加
え
た
。
羅
氏
は
輻
長
を
密
率

の
計
算
か
ら
定
め
て
い
る
が
規
画
上
の
意
味
は
な
い
。
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註

①

高
田
稿

:
中
国
上
代
に
お
け
る
営
造
意
匠
の
法
式

日
本
建
築
学
会
論
文
報
告
集

第
六
六
号

昭
和
三
十
五
年

、

輪

人

輪

『
考
工
記
」

で
は

、
ま
ず
輪

に

つ
い
て
次

の
よ
う

に
論

じ
は

じ
め

る
。

輪

人
為
輪
、

斬

三
材

必
以
其
時

、

三
材
既
目
パ
、
巧
者

和
之

、
穀

也
者

以
為
利

転

也

。
輻
也
者

、

以
為

直
指

也
、
牙

也
者
、

以
為

固
抱
也

、
輪

敵

三
材

不
失

職

、

謂
之
完

輪

人

は
輪

を
為

(
ツ
ク
)

る
。

三
材

を
斬

る

に
必

ず
其

の
時
を

以

っ
て
す
。

三

材

既

に
具
わ

れ

ば
巧

は

こ
れ

を

和
す
。

毅
な

る
も

の
は
以

っ
て
利

転
を

な
す

な

り

。
輻

な

る
も

の
は

以

っ
て
直
指
を

為
す
な

り
。
牙

な

る
も

の
は
以

っ
て
固
抱

を

な
す
な

り
。

輪

敵
す

る
も
、

三
材
職

を
失

わ
ざ

る
を
、

こ
れ
完

と
謂

う
。

と
あ

る
。

す

な

わ
ち

輪
人

は
、
輪

を

つ
く

る

に
あ
た

っ
て
三
材
①

を

必

要
と
す

る
が
、

三
材

を
斬

る
に
は
、

そ
れ

ぞ
れ
適

当
し

た
時
、

す
な
わ

ち
季
節

に
従

う

の
で
あ

る
。

そ
し

て

三
材

か
ら

毅
、
輻

、
牙

を
作

る

の
で
あ

る
が
、

こ
れ

ら

の
材
料

が
揃

え
ば
、

巧

工

に
よ

っ
て
良
車

が
造

ら
れ

る
。

穀

は
軸

に
し
た
が

っ
て
転

り
順

行
し
、

輻
は
上

下
を

直

に
指

し

て
、

上
は

穀

に
、

下
は
牙

に
連
り

、
牙

は
地

に
着

く
と

こ
ろ

の
輪
を

な
す

も

の
で
堅
固
な

る
も

の
で
あ

る
。
輪

が
古

く
な

っ
て
も
、

穀
、

輻
、
牙

の
三
材

の
任

務

(機

能
)

を
失
う

よ
う
な

こ
と

の
な

い

の
を
も

っ
て
、

完

全

な
も

の
と
す

る
、

と

い
う

の
で
あ

る
。

次

に
は

望

而

眠
其

輪
、

欲
其

嗅
爾
而
下

迄
也

、
進
而

砥
之
、

欲
其

微
至

也
、
無

所
取

望
み

て
其

の
輪

を

砥

る
に
、
其

の
瞑
爾
②

に
し

て
下

迄
す

る
を

欲
す

る
な
り

、

之

、

取
諸

園
也

進
み

て
は
之

を

砥

て
其

の
微

至

を
欲
す

る
な
り
、

之
を

取

る
と

こ
ろ

な
く
諸

(
コ
)
の
円

に
取

る
な
り

規

矩

考
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望
其
幅
、
欲
其
製
爾
繊
也
、
進
而
眠
之
、
欲
其
肉
称
也
、
無
所
取
之
、
取
諸

其

の
輻
を
望
み
て
其

の
製
爾
に
し

て
繊
な
る
を
欲
す
る
な
り
、
進
み
て
は
之
を

易
直
也

眠
て
其

の
肉
称
な
る
を
欲
す
る
な
り
、
之
を
取
る
と

こ
ろ
な
く
諸

(
コ
)

の
易

直
に
取
る
な
り

と
あ

っ
て
、
円
と
易
直
を
対
句
さ
せ
て
い
る
。
牙
輪
は
何
処
も
均
し
く
円
規
で
あ
る
よ
う

に
す
る
。
円
規
で
あ
れ
ば
進
行
す
る
と
き
輪
が
地
上
に
微
至
す
る
。
輻
は
互
に

直
線
を
な
し
て
穀
に
近
い
と

こ
ろ
は
太
く
、
牙
に
近
い
方
は
細

く
す
る
よ
う
に
し
て
、
厳
正
に
構
成
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
述

べ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
続

い
て
、
車

の
構
造
上
に
緊
要
部
と
す
る
と

こ
ろ
の
穀

.
幅

.
牙

.
輪
と
軸

の
関
係
、
輪

の
全
体
形
を

つ
く
る
績

の
こ
と
、
さ
ら
に
蚤
に
い
た
る
ま
で
の
工
作
上
に
、
ま
た

検
察
上
に
心
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
詳
述
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

望
其
穀
、
欲
其
眠
也
、
進
而
砥
之
、
欲
其
疇
之
廉
也
、
無
所
取
之
、
取
諸
急
也

其

の
毅
を
望
み
て
其

の
眠
な
る
を
欲
す
る
な
り
、
進
み
て
之
を
眠
て
、
其
の
疇

砥
其
綾
、
欲
其
蚤
之
正
也
、
察
其
菖
蚤
不
鍋
、
則
輪
難
敵
不
匡

の
廉
な

る
を
欲
す

る
な
り
、
之
を
取
る
と
こ
ろ
な
く
諸

の
急

に
取
る
な
り
。
其

の
綬
を
砥
て
、
其

の
蚤
の
正
を
欲
す

る
な
り
、
其

の
萬
蚤
を
察
し
て
鵬
せ
ざ
れ

ば
則
ち
輪
は
敵
す
る
と
錐
匡
せ
ず

鄭
注
に
よ
れ
ば
、
眠
と
は
酪

(
こ
し
き
)

が
大
き
い
か
た
ち
に

つ
き
出

て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
か
ぶ
せ
る
椿

(
こ
し
き
革
)

の
か
ど
隅
は
、
よ
く
利

い
た
か
た
ち
に
な

る
こ
と
、

そ
れ
に
は
包
ん
だ
革
に
ゆ
る
み
が
で
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
言
い
、
ま
た
綬

(
穀
か
ら
輻
そ
し
て
牙
輪
に
か
け
て
は
、
お
よ
そ
皿
状
を
な
す
全
輪

の
型
)
を

よ
く
見
て
、
蚤

(
爪
、
輻
が
牙
の
中
に
は
い
る
部
分
)

に
歪

の
な
い
よ
う
に
、
酪

(
輻
が
穀

の
中
に
は
い
る
部
分
)

と
蚤
と
に
、
く

い
違
い

(鰯
)

の
な

い
よ
う
に
す
れ

ば
、
輪
は
す
た
れ

こ
わ
れ
る
と
き
が
き
て
も
、
曲
る
よ
う
な

こ
と
は
な
い
。
と
、
そ
れ
か
ら

凡
斬
毅
之
道
、
必
矩
其
陰
陽
、
陽
也
者
、
積

理
而
堅
、
陰
也
者
、
疏
理
而
柔
、

凡
そ
鍛
を
斬
る
の
道
は
、
必
ず
其

の
陰
陽
に
矩
る
。
陽
な
る
は
積
理
に
し
て
堅

是
故
、
以
火
養
其
陰
、
而
斉
諸
其
陽
、
則
穀
錐
敵
不
蔽

く
、
陰
な
る
は
疏

理
に
し
て
柔
し
、
是
の
故
に
火
を
以

っ
て
其

の
陰
を
養

い
て

諸
れ
を
其

の
陽
に
斎
し
く
す
。
則
ち
殼
は
敵
す
る
と
い
え
ど
も
蔽
せ
ず

と
あ

っ
て
、
穀
を

つ
く
る
に
陰
陽
の
矩
が
あ
る
こ
と
、
③
そ
の
材
が
陽
で
あ
れ
ば
、
き
め
は

こ
ま
や
か
で
堅
く
、
陰

で
あ
れ
ば
、
き
め
は
あ
ら
く
柔
か
い
。
し
た
が

っ
て

陰

の
材
な
ら
ば
、
火
で
灸

っ
て
陽
の
堅
さ
と
ひ
と
し
く
す
れ
ば
、
古
く
な

っ
て
も
歪
ま
な
い
と
い
う
。

こ
の
文
章

に
続

い
て
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穀
小
而
長
・
則
柞
・
大
而
短
、
則
摯
、
是
故
六
分
其
輪
崇
、
以
其

一
為
之
牙
囲

澱
は
小
に
し
て
長
け
れ
ば
則
ち
柞
、
大

に
し
て
短
か
け
れ
ば
則
ち
摯
、

是

の
故

に
其

の
輪

の
崇
さ
を
六
分
し
、
其

の

一
を
以

っ
て
之
を
牙
囲
と
な
す
。

と
・
柞
と
は
窄
で
・
輻
間
が
狭
く
な

っ
て
し
ま
う
し
、
鄭
玄

の
注

に
よ
れ
ば
、
熱
巾
弱
と
あ
り
、
ま
た
摯
と
は
危
熱

の
こ
と
で
、
毅
末

で
不
堅

で
あ
る
と
、

つ
ま
り
丈
夫

で
な
く
危

い
も

の
に
な

る
と
言
う
。

し
た
が

っ
て

適
当
な
穀

の
寸
法
が
定
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
も
輪
の
全
休

の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
決
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
の

で
、

こ
こ
で
は
牙
囲
を
先

に
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
輪

の
崇

(高
)
さ
は
、
兵
車
と
乗
車
は
六
尺
六
寸
で
あ
る
か
ら
、
牙
囲
は
そ
の
六
分

の

一
で

一
尺

一
寸

に
な

る
。

そ
の
う
ち
の
土

に
接
触
す
る
部
分
は
、
漆
を
施
す
必
要
が
な

い
か
ら
、
牙
囲
に
施
す
漆

の
部
分
は

参
分
其
牙
囲
、
而
漆
其
二

其

の
牙
囲
を
参
分
し
て
其

の
二
を
漆
す

で
あ
り
、
鄭
注

に
よ
れ
ば

「
漆
者
七
寸
三
分
寸
之

一
、
不
漆
者

三
寸
三
分
寸
之
二
、
令
牙
厚

一
寸
三
分
寸
之

二
、
則
内
外
面
不
漆
者
各

一
寸
也
」

と
す
る
。
し
か
し
、

こ

の
注
語
だ
け
で
は
牙
厚
が
、
何
か
ら
割
出
さ
れ
た
か
は
不
明

で
あ
る
。
そ
の
断
面
も
ま
た
明
ら
か
で
は
な

い
。
牙
の
厚
薄
に

つ
い
て
は
異
説
が
あ
り
、
各

々
見
解
を
異
に

し
て
い
る
。
④
易
氏
は
牙
囲

一
尺

一
寸
を
両
面
の
こ
と
と
し
、
片
面
は
五
寸
五
分
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
三
分

の

一
の

一
寸
六
分

の
五
が
不
漆

の
部
分
で
あ
る
と
主
張
し
て

い
る
。

(
こ
こ
に
言
う
両
面
、
片
面
と
は
、
円

の
径
と
し

て
の
両
端
、
片
端

の
意
)
鄭
玄

の
注
で
は
、

こ
こ
を

一
寸
と
し
て
い
る
。

(
こ
れ
ら

の
説
は

一
括
し
て
別
表
に

示
す
)
次

い
で
記
さ
れ
る
と

こ
ろ
は

惇
其
漆
内
而
中
謡
之

、
以
為
之
穀
長
、
以
其
長
為
之
園

其

の
漆
内
を
檸
し
て
こ
れ
を
中
謡
し
、
以

っ
て

こ
れ
を
鍛
長
と
な
し
、
其

の
長

を
以

っ
て
こ
れ
を
園
と
な
す

と
、
鄭
注
に

「
六
尺
六
寸
之
輪
、
漆
内
六
尺
四
寸
、
是
為

毅
長

三
尺

二
寸
、
團

径

一
尺
三
分
寸
之
二
也
、
鄭
司
農
日
、
惇
者
度
両
漆
之
内
相
距
之
尺
寸
也
」
と
あ
る
よ
う

に
・

こ
れ
は
六
尺
六
寸

の
輪

の
漆
内
が
六
尺
四
寸
で
あ

る
か
ら
、

こ
れ
を
中
拙
し
て
毅
長
が
三
尺

二
寸

で
、
径
は

一
尺
三
分
寸
の
二

(古
代
円
周
率
は
三
径

一
)
と
な
る

と

い
う

の
で
あ

る
が
、
易
氏
説

で
は
、
毅
長
が
三
尺

一
寸
六
分

の

一
と
な
り
、
ま
た
こ
れ
が
毅
囲
で
あ

る
か
ら
径
は

一
尺
九
十
分

の
三
十
五
寸
だ
と
す

る
。
⑤

と

こ
ろ
で
右

の

「
檸
」
と
は

一
体
ど

の
よ
う
な

こ
と
を
指
し
た
の
で
あ
る
か
、
甚
だ
漠
然
と
し
た
注

で
あ

る
。
漆
内
を
た
だ
中
謡

(屈
)
す

る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
漆

内
を
両
分
す
る
と
か
、

二
分
す
る
と
い
う
こ
と
で
表
わ
せ
ば
よ
い
わ
け

で
あ
る
が
、
陳

用
之

は
こ
れ
を
解
し
て

「
こ
れ
は
た
だ
距
離

の
度
を

言

っ
た
も

の
で
は
な
く
、
棺

榔

に
と

る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
外
円
か
ら
度
を
と
り
、
そ
の
内

(
漆
内
)
を
言
う
も

の
で
あ

る
」
⑥
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
図
形
的
な
説
明
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

の
詳

規
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細

に
つ
い
て
は
説
明
が
な
い
。
檸
は
榔

で
、
囲
む

こ
と
で
あ
る
の
は
想
像
に
難
く
な

い
が
、
さ
て
ど

の
よ
う
に
囲
む
か
と

い
う
点
に
な
る
と
、
全
然
触
れ
て
は
い
な

い
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
陳
用
之

の
解
釈
に
示
唆
さ
れ
て
、
上
記
の
出
所
不
明
で
判
断

に
苦
し
ん
だ
鄭
玄
注

の
こ
の
部
分

の
寸
法
を
、
試
み
に

「
法
象
」

の
図
に
あ
て
て

み
る
と
、
驚
く
ば
か
り
に
総

て
が
解
明
し
、

こ
こ
に

「
惇
」

の
意
味
が
明
瞭
に
浮
び
出
て
く
る
。
そ
れ
は
陳

用
之

の
説
い
た
外
円
に
内
接
す
る
正
多
角
形

の
度

に
よ

っ
て

廓
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
識

(
屈
)
が
可
能

の
多
稜
形
は
、
対
称

の
辺
が
重
な
る
こ
と
で
偶
数
稜
形
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
対
称
の
辺
間
を
結

べ
ば
、
長
方
矩
形

の
棺
榔
を
得
る
こ
と
も
、
法
象

図
形

の
十
字
形
区
画
を
得
る
こ
と
も
で
き
る
。

す
な
わ
ち
六
尺
六
寸
径
の
円
に
は
、
十
二
稜
形
が
内
接
す
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
十

二
稜
形
に
内
接
す
る
円
が
漆
内
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
十
二
稜
形
に
対
し
て

外
接
円
が
六
尺
六
寸
径
の
円
周
で
あ
り
、
内
接
円
が
径
六
尺
四
寸
の
漆
内
で
あ
る
。

『
考
エ
記
』
の
記
載
年
代
に
は

「
惇
」

の
語
が
、
規
画
技
法
の
上
に
用
い
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
り
、
後
漢
代
で
鄭
玄
は
、
そ
れ
を
知
悉
の
上
で
寸
法
を
出
し
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
漆
内
円
の
外
接
十

二
稜
形
の
高
さ
は
、
毅
以
下

の
寸
法
の
す
べ
て

を
規
定
す
る
も

の
で
、
重
要
な
起
算

の
個
所

で
あ
る
。
鄭
玄
注

の
尺
寸
が
、
以
下
に
有
機
的
な
連
関

で
輪
全
体

の
企
画
図
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
は
、
法
象

図
形

の
存
在

を
正
当
に
裏
づ
け
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

宋
代
以
来
、
多
数
学
者

の
諸
論
議
も
、

『
考
工
記
』
の
意
匠

に
表
わ
さ
れ
て
い
る
寸
法
に
関
す
る
限
り
、

こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
鄭
玄
の
注
す
る
と
こ
ろ
に
、
帰

一
さ
れ

ね
ば
な
ら
な

い
。

次
に
藪

の
割
出
し
と
寸
法
が
規
定
さ
れ
る
。
⑦
そ
れ
は

以
其
囲
之
防
措
其
藪

其

の
囲
の
防

(
ロ
ク
)
を
以

っ
て
其

の
藪
を
梢
す

と

い
う
の
で
あ
る
。
鄭
玄

の
注
で
は

「
捕
、
除
也
、
防
、

三
分
之

一
也
」

と
あ
る
が
、

鄭
鍔
は
、
防
は
分
散

の
義

が
あ

っ
て
、

は
じ
め
か
ら
定
数
が
あ
る
も

の
で
は
な

い
、
凡
そ
物

の
余
数

の
こ
と
で
あ
る
、
あ
た
か
も
易

で
謂
う

「
帰
奇
於
防
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
と
解
説
し

て
い
る
。

い
ま
鄭
玄

の
注

に
よ
れ
ば
、
そ
の
穀
囲
の

三
分

の

一
を
も

っ
て
、

そ
の
藪
を
除
く
と
い
う

の
は
、

ま
ず
穀
囲
の
径

の
う
ち
か
ら

三
分

の

一
を
除
き
、

除
い
た

三
分
の

一
を
も

っ
て
藪
と
す
る
と

い
う
意
味
で
あ
ろ

う
。
し
た
が

っ
て
藪
は
、
穀
囲

の
面
か
ら

の
墾
の
深
さ
を
言

っ
て
い
る
の
で
、
毅
の
直
径
の
三
分

の

一
だ
け
が
藪
の
部
分
に
あ
た
り
、
鄭
玄
の
考
え
で
は
、
澱
囲
の
径
が

一
尺
三
分

の
二
寸
だ
か
ら

「
此
藪
、
径
三
寸
九
分
寸
之
五
」
す
な
わ
ち
三
寸
九
分

の
五
だ
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
の
藪
に
つ
い
て
王
氏
は
、
後
文
に
示
す
賢
の
径
か
ら
推

し
て
み
て
、
鄭
説
に
従
う
可
し
と
述

べ
て
い
る
。
⑧
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次
に
穀

の
中
を
軸

が
貫

く
の
で
あ
る
が
、

こ
の
穀
に
お
け
る
中
金

の
墾
穿
は
内
側
は
大
き
く
、
外
端
は
小
さ

い
。
こ
れ
は
輪

の
回
転
に
際
し

て
穀
が
移
動
し
な

い
装
置

で
あ
る
。
そ
し
て
鄭
玄
の
注

に

「
鄭
司
農
云
、
賢
大
穿
也
、
軟
小
穿
也
」
と
あ

る
よ
う
に
、
大
き
い
方

の
穿
を
賢
と
い
う
。
小
さ
い
方

が
執
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
寸
法
は

五
分
其
穀
之
長
、
去

一
以
為
賢
、
去
三
以
為
輯

其

の
穀
の
長
を
五
分
し
て
、

一
を
去

れ
ば
以
て
賢
と
な
し
、
三
を
去
れ
ば
以
て

靱
と
な
す

で
あ
る
。
ゆ
え
に
賢

の
大
き
さ
は
穀
長

の
五
分

の
四
、
頼
は
五
分

の
二
で
あ
る
。
し
か
し
鄭
玄

の
注

に
は

「
鄭
司
農
は
此

の
人
穿
を
径
が
八
寸
十
五
分

の
八
、
小
穿
を
径

四
寸
十
分

の
四
と
す
る
が
、
大
穿
は
甚
だ
大
き
過
ぎ
る
、
恐
ら
く
こ
れ
は
誤
記
で
あ

っ
て

「
大
穿
実

五
分
穀
長
去
二
也
」

で
あ

っ
て
二
を
去
れ
ば
、
則
ち
六
寸
五
分

の
二

に
な
る
。
す

べ
て
大
穿
、
小
穿

(
賢
、
軟
)
共

に
穿
内
に
金
属
を
概

い
て

(磨
滅
を
防
ぐ
の
に
備
え
て
)

い
る
が
、
そ
の
厚
は

一
寸

で
あ
る
。
故

に
(穿
は
小
さ
く
な
り
)

大
穿

の
内
径
が
四
寸
五
分

の
二
、
小
穿

の
内
径
は
二
寸
十
五
分

の
四

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
藪
と
相
称
で
あ
る
L
と
し
て
い
る
。
戴
震
も
ま
た
五
分

の
三
が
誤

っ
て
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し

て
い
て
、
そ

の
割
出
し
方
に
は
、
密
率
法

の
計
算
値
を
出
し
て
比
較
し
、

「
考
工
記
図
』
に
補
註
し
て
い
る
。
⑨

次
い
で
後
節
に
、
施
工
の
技
術

の
上
で
心
得
ね
ば
な
ら
な

い
箇
条
を
あ
げ
る
。
す
な
わ
ち

容
穀
必
直
、
陳
築
必
正
、
施
膠
必
厚
、
施
筋
必
数
、
疇
必
負
幹
、
既
摩
革
色

穀
を
容
れ

る
に
必
ず
直
し
、
蒙
④
を
陳
す
る
に
必
ず
正
し
く
し
、
膠
を
施
す
に

青
白
、
謂
之
澱
之
善

必
ず
厚
く
し
、
筋
を
施
す
に
必
ず
数
し
、
疇
⑬
す
る
に
必
ず
幹
を
負
す
、
既
に

摩

し
て
革
也
の
青
白
な
る
之
れ
を
穀

の
善
と
謂
う

と
。
穀
を
容
れ
る

(
治
め
る
)

に
は
必
ず
中
心
を
直
し
、
豪

(凸
帯
)
を

つ
く
り
出
す
に
は
正
し
く
し
、
膠
を
施
す
に
は
厚
く
、
筋

(革
)
縛
は
数
多
く
、
上

に
革
を
そ

れ
に
相

応
ず
る
よ
う
に
、

ぴ

っ
ち
り
と
か
ぶ
せ
て
漆
で
固
め
て
、

乾
け
ば
摩

(磨
)

い
て
平
滑

に
す
る
。

そ
れ
が
青
白
色
に
で
き
あ
が

っ
た
な
ら
ば
、

こ
れ
を
穀

の
善

(良
)

い
も

の
と
す
る
、
と
し
て
い
る
。

そ
の
後
に
輻
の
位
置
、
骸
囲
、
綾
に

つ
い
て
掲
げ
て

参
分
其
毅
長
、
二
在
外
、

一
在
内
、
以
置
其
輻

其

の
穀
長
を
三
分
し
て
、
二
は
外
に
在
り
、

一
は
内
に
在
り
、
以

っ
て
其

の
輻

を
置
く

凡
輻
、
量
其
難
深
以
為
輻
広

凡
そ
撃
は
其

の
繋
◎
深
を
量
り
以

っ
て
輻
広
と
な
す

規
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輻
広
而
馨
浅
、
則
是
以
大
机
、
錐
有
良
工
、
莫
之
能
固

輻
広

に
し
て
繋
浅
け
れ
ば
、
則
ち
是
れ
大

い
に
挑
⑪
く
以

っ
て
良

工
有
り
と
雌

之
を
能
く
固
む
る
こ
と
莫
し

繋
深
而
輻
小
、
則
是
周
有
余
而
強
不
足
也

墾
深
く
し
て
輻
小
な
れ
ば
、
則
ち
是
れ
固
さ
余
り
有
り
て
強
さ
足
ら
ざ
る
な
り

故
拡
其
輻
広
以
為
之
弱
、
則
錐
有
重
任
、
穀
不
折

故

に
其

の
輻
広
を
拡
⑥
し
、
以

っ
て
之
れ
を
弱
に
為
れ
ば
、
則
ち
π
任
有
り
と

錐
毅
を
折
ら
ず

と
あ
る
。
鄭
玄

の
淀

で
は

「
穀
長
三
尺

二
寸
者
、
令
輻
厚

三
寸
半
、
則
輻
内
九
寸
半
、
輻
外

一
尺
九
寸
」
す
な
わ
ち
輻
広
を
三
寸
五
分
と
し

て
置
き
、
内
側
に
九
寸
五
分

外
側
に
は

一
尺
九
寸
と
し
て
い
る
か
ら
、
毅
長
三
尺
二
寸
か
ら
輻
広
三
寸
五
分
を
除
き
、
そ
の
残
り

の
三
分
の
二
を
外

に
、
三
分

の

一
を
内
に
お
く
と
解
釈
し
た
わ
け
で

あ
る
。

(輻
厚
は

一
寸
と
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
を
戴
氏
は
計
算
し
て
い
る
。
穀
囲
の
三
十
等
分
か
ら

の
推
量

で
あ
る
)

そ
し
て
輻

の
幅
が
広
く
て
も
墾
孔
が
浅

い
と
き
は

動
揺
し

て
、
良
工
で
も
よ
く
岡
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
輻
が
細
く
て
馨
が
深
い
と
き
に
は
固
さ
が
過
ぎ
て
強
さ
は
足
り
な
い
。
し
た
が

っ
て
輻

の
幅
と
弱

(輻
の
入

り

こ
む
部
分
)
を
等
し
く
す
れ
ば
、
重
さ
に
も
耐
え
て
穀
は
折
れ
な
い
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
あ
と
に

参
分
其
輻
之
長
而
殺
其

一
、
則
錐
有
深
泥
亦
弗
之
廉
也

其

の
輻

の
長
を
参
分
し
て
其

の

一
を
殺
ぐ
、
則
ち
深
泥
有
り
と
い
え
ど
も
亦
之

れ
廉
⑪
を
弗
う
な
り

と
あ

っ
て
、
輻

の
形
の
も

つ
効
用
を
記
し
て
い
る
。
そ
し

て

参
分
其
股
園
去

一
以
為
骸
園

其

の
股
團
を
参
分
し
て
、

一
を
去
り
以

っ
て
骸
園
と
な
す

と
あ
る
。
鄭
玄

の
注
で
は

「
謂
殺
輻
之
数
也
」
と
し
、
鄭
司
農

の
説
を
あ
げ
て
、
股
は
穀
に
近

い
部
分
、
骸
は
牙
に
近

い
部
分
と
し
、

『方
言
」
に
股
は
難
さ

の
喩
と
し

て
い
る
か
ら
、
骸
は
細
さ

の
喩

で
あ

っ
て
、
入
の
腿
が
足
に
近

い
部
分
は
、
股
よ
り
も
細
く
な

っ
て
い
て
、
そ
れ
を
骸
と
い
い
、
ま
た
羊
脛
で
も
細

い
と
こ
ろ
を
骸
と

い

う
と
説
く
。
趙
氏
の
注

で
は
こ
の
囲
を
股
が
六
寸
、
骸
を
四
寸
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
後
節

で
は
、
輻
は
揉
め
て

(
火
で
あ
ぶ

っ
て
歪
を
正
す
)
必
ず
斉
し

い
も
の
に
し
、
水

に
浮
ば
し
て
み
て
、
輪
が
均
し
く
正
し
い
か
ど
う
か
を
見
る
。
ま
た
輻

の
蚤
と
牙
の
柄
が
、
相
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
説
き
、
輪
綬
の
寸
法

を
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

揉
輻
必
斉
、
平
沈
必
均
、
直
以
指
牙
、
牙
得
則
無
樂
而
周
、
不
得
則
有
蘂
必

輔
は
揉
し
て
必
ず
斉
に
、
平
沈
し
て
必
ず
均
し
、
直
す
る
に
指
牙
を
以

っ
て
し
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足
見
也

牙
を
得
れ
ば
則
ち
築
⑥
無
く
し
て
固
し
、
得
ざ
れ
ば
則
ち
築
有
り
て
、
必
ず
見

る
に
足
る
な
り

と
あ

っ
て
、
輻
が
牙

の
繋
内
に
相
応
す
れ
ば
よ
い
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
歪

が
で
き
る

こ
と
が
わ
か
る
。
と
し
て

六
尺
有
六
寸
之
輸
、
綬
参
分
寸
之
二
、
謂
之
輪
之
固

六
尺
有
六
寸

の
輪
、
紋
は
参
分
寸

の
二
、
之
を
輪

の
固
と
謂
う

と
す
る
。
綬
と
は
鄭
玄

の
註
で
は
輪
箪
で
あ

っ
て
、

輪
が
動
揺
し
な
い
よ
う
に
固
定
さ
せ
る
仕
か
け
で
あ
る
。

車
人
の
章

で
は

大
車
綬
寸
と
言

い

一
寸

に
し
て
い
る
。

車
各
部
名
称
図
に
見
る
よ
う
に
輪
を

一
定

の
角
度
に
反
ら
せ
て
皿
形
に
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
牙
を
穀
の
盤
か
ら
三
分

の
二
寸

(
六
分
五
厘
)
張
り
出
さ
せ
る
。

戴
震
は
こ
れ
を
考
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
も
の
か

「
綾
未
知
何
物
」
と
し
て
い
る
。

次
に

凡
為
輪
行
澤
者
欲
極
、
行
山
者
欲
件
、
柱
以
行
澤
、
則
是
刀
以
割
塗
也
、
是

凡
そ
輪
を
為
り
、
沢
を
行
く
は
掃
⑪
を
欲
す
、
山
を
行
く
は
偉
⑪
を
欲
す
、
柱

故
、
塗

不
附
、
偉
以
行
山
、
則
是
搏
以
行
石
也
、
是
故
、
輪
雛
敵
、
不
瓶
於

を
以

っ
て
沢
行
す

れ
ば
、
則
ち
刀
を
以

っ
て
割
塗
①
す
る
な
り
、
是

の
故
に
塗

盤

附
せ
ず
、
偉
を
以

っ
て
山
行
す

れ
ば
、
則
ち
是
れ
搏
⑳
を
以

っ
て
行
石
す
る
な

り
、
是
の
故
に
輪
は
敵
す
と
い
え
ど
も
讐
は
瀬
①
せ
ず

凡
揉
牙
、
外
不
廉
而
内
不
挫
、
弥
不
腫
、
謂
之
用
火
之
善

凡
そ
牙
を
揉
す
、
外
は
廉
⑭
せ
ず
し
て
内
は
挫
せ
ず
、
弥
は
腫

せ
ず
、
之
を
川

火
の
善
と
謂
う

と
。
輪
を
作
る
に
あ
た

っ
て
、
沢
を
行
く
車

の
と
き
に
は
杯

(輪

の
接
地
す
る
と
こ
ろ
を
殺
い
で
薄

く
す
る
)
に
し
、
山
を
行
く
車
で
は
偉

(削
ら
ず
に
上
下
を
等
し
い

厚
さ
)
と
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
沢
を
行
く
に
も
泥
を
割

っ
て
塗
が

つ
か
ず
、
山
を
行
く
に
は
石

の
上
を
走

っ
て
も
輪

は
磨
滅
し
な
い
で
撃
は
傷
ま
な
い
。
牙
を
揉
げ
る
と

き
外
側
は
廉
せ
ず

(
嫌
、
は
じ
け
な
い
)
内
側
が
挫
せ
ず

(折
れ
ず
)
労
面
が
腫
ら
な
い
、

こ
れ
を
用
火
の
善

(良
、
上
手
)
と
す
る
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
章

の
結
び
は
次

の
数
行

の
文
で
あ
る
。

是
故
、
規
之
以
眠
其
園
也
、
萬
之
以
砥
其
匡
也
、
県
之
以
眠
其
輻
之
直
也

是
故
に
之
を
規
し
て
以

っ
て
其

の
円
を
眠
る
な
り
。
之
を
萬
⑪
し
て
以

っ
て
其

の
匡
を
砥
る
な
り
。

規

矩

考

171



規

矩

考

水
之
以
眠
其
平
沈
之
均
也
、
量
其
藪
以
黍
以
砥
其
同
也
、
標
之
以
砥
其
軽
重

之
を
県
し
以

っ
て
其
輻
の
直
を
砥
る
な
り
、
之
を
水
し
て
以

っ
て
其

の
平
沈
の

之
偉
也
、
故
可
規
可
萬
可
水
可
県
可
量
可
灌
也
、
謂
之
国
工

均
し
き
を
砥
る
な
り
、
其

の
藪
を
量
す
る
に
黍
を
以

っ
て
し
以

っ
て
其

の
同
を

砥
る
な
り
、
之
を
灌
し
て
以

っ
て
其

の
軽
重
の
偉
し
さ
を
砥
る
な
り
、
故
に
蜆

す

べ
く
、
萬
す
べ
く
、
水
す

べ
く
、
県
す

べ
く
、
量
す

べ
く
、
椹
す

べ
き
な
り

之
を
国
工
と
謂
う
。

先
ず
輪

の
円
を
と
り
、
そ
の
円
規

の
中
に
正
方
形
を
取
る
。
そ
し
て
輪
の
く
る
い
や
、
ゆ
が
み
が
な

い
こ
と
を
た
だ
し
、
輻
を
四
囲
に
分
け
て
こ
れ
を
県
し
て
視

て
、

上
下
が
直
で
あ
る
か
ど
う
か
を
視

(毅
を
巾
心
に
し
て
上
向
と
下
向

の
輻
が
垂
直
線
)
、

さ
ら
に
輪
全
体
を
水
中
に
お
い
て
み
て
、

軽
重
の
個
所
が
か
た
よ

っ
て
い
な
い

か
を
知
り
、
平
均
を
は
か
る
。
穀
の
藪

に
は
黍
を
入
れ
て
、
そ
の
量

で
も

っ
て
穿
孔

の
大
小
深
浅
を
知
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
両
輪
を
互
に
秤

っ
て
、
そ
の
軽
重
が
相
等

し
い
か
ど
う
か
を
見
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
、
正
確
に
巧
工
す
る
技
術
者

が
国
工
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
国
工
と
し
て
推
薦
で
き
る
者
は
、

一
国
に
大
休

一
人
く

ら
い
の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。
⑩

こ
の
節
は
輪

の
形
体
制
作
に
あ
た
り
、
正
確
堅
牢
な
も

の
を
得
る
方
法
を
あ
げ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
同
時

に
設
計
、
意
匠
図
の
正
確
な
描
法
に
つ
い
て
記
し

た
こ
と
に
も
な

る
。

上
記

の
表
の
よ
う
に
、
輪

の
設
計
に

つ
い
て
の
寸
法
は
、
輪

の
高
さ
六
尺
六
寸
を
記
し
て
い
る
外
に
は
、
た
だ
最
終
に
輪
綬
三
分

の
二
寸
を
あ
げ
る
の
み
で
、
他
に
何

の
記
寸
も
な
い
。
そ
の
他
は
す

べ
て
輪

の
大
き
さ
に
基
い
て
、
そ
れ
か
ら
の
比
例
数
に
よ

っ
て
分
割
し
、
各

々
の
構
造

の
部
分
を
規
定
す
る
に
止
め
て
い
る
。
し
た
が

っ

て
、
不
明
瞭
の
個
所
が
最
初
に
表
わ
さ
れ
た
な
ら
ば
、
以
後
の
算
定
は
不
可
能

で
あ
り
、
若
し
も
、
は
じ
め
を
推
量
か
ら
算
出
す
れ
ば
、
以
下

の
す

べ
て
は
、
真

に
意

図

さ
れ
た
寸
法
と

相
違
を
き
た
す

こ
と
は

当
然
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
牙
囲
の
断
面
形
が

先
ず
そ
れ
を
物
語

っ
て
い
る
。

古
来
か
ら

車
制

に
つ
い
て

論
議
の

的
は
す

べ

て
、

こ
こ
に
端
を
発
し
て
い
る
。

器
機
に
し
ろ
建
築
な
ど
に
関
し
て
も
、
制
作

の
過
程
を
知
り
、
設
計
の
経
験
を
も

っ
た
技
術
者
な
ら
ば
、
こ
の
章

の
表
現
法

に
関
し
て
は
容
易
に
疑
問
を
抱
き
得
る
こ

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
輪

の
構
造
を
、
力
学
的
に
合
理
の
法

(経
験
的

に
頑
強
な
構
造

の
法
式
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
)
を
も

っ
て
表
現
し
、
主
要
個
所

の
寸
法
が
記
入
さ

れ
て
い
る
な
ら
ば
、
こ
の
章
は
首
肯
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
、
形
姿
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
の
み
比
例
数
を
あ
げ
る
こ
と
が
主
要
文
に
な

っ
て
い
て
、
機
能
的
に
構
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造
さ
れ
る
と

こ
ろ
を
説
明
し
た
文
節
で
は
、
常

に
そ
の
比
例
数
値
に
合
致
す
る
場
合
に
だ
け
、
そ
れ
が
満
足
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
よ
う
に
説

い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
各

部

の
比
例
は
、
有
機
的
関
辿

の
数
値
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
、
力
学
的
な
構
造

の
寸
法
と
は
何
等
関
係
は
な

い
も

の
で
あ
る
。
例
え
ば
穀
長

の
漆
を
施
し
た
輪

の

面

の
径
が
、
構
造
上
か
ら
果
し

て
何
か
の
関
係
を
も

つ
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
穀
径
以
下

の
寸
法
は
穀
長
が
規
定
さ
れ
て
、
は
じ
め
て
わ
か
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
が
、

こ

れ
は
す

べ
て
漆
内

の
寸
法
に
か
か

っ
て
い
る
。
設
計

の
書
と
し
て
見
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
最
初
か
ら
不
合
理
を
き
わ
め
た
表
現
法

で
あ
る
。

輻
の
数
を
三
十
に
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
兵
車

(戦
車
)
と
し

て
は
不
適
当
な
も

の
で
あ
ろ
う
し
、
遺
物
に
も
見
ら
れ
て
い
な

い
。
遺
物
に
よ
る
各
部
材
と

の
比
較
か

ら
も
記
載
さ
れ
る
よ
う
な
比
例
関
係
は
、
必
ず
し
も
該
当
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
近
似
し
た
形
体
を
見
得

る
の
は
、
す

で
に
構
造
体
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い

る
も
の
に
対
し

て
、
後
に
比
例
数
値
を
合
わ
せ
勘
案
し
た
も
の
で
あ
る
と
察
せ
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
こ
こ
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
既
に
述

べ
て
き
た
よ
う
に

「
禮
」

の
詐
と
し

て
意
図
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う

こ
と
で
あ
る
。
⑪

輪

の
構
成
部
分

に
見
得

る
よ
う
に
、
輪
崇
が
規
定
さ
れ
て
円
径
が
わ
か
り
、
牙
囲
を
六
分

の

一
に
と

っ
た

こ
と
に
は
じ
ま

っ
て
、
以
下

の
図
説
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

法
象
形
を
も

っ
て
企
画
は
進
め
ら
れ
て
い
る
。
察
車
を
地
に
接
す
る
牙
よ
り
始
め
る
こ
と
と
共
に
、
地

の
象
徴
数
を
、
牙

の
形
体
に
負
与
す
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

六
六
数

の
径
、
そ
の
円
の
六
分
割
に
よ

っ
た
絃
に
よ
る
稜
形
か
ら
、
そ
し
て
ま
た
十
二
稜

の
絃
に
よ

っ
て
牙

の
細
部
を
算
出
規
定
し
て
い
る
こ
と
、
漆
内

の
二
分
は
天
地

(陽
陰
)
剖
判
で
あ
り
、
以
下
に
主
と
し

て
三
分
法
を
と
り
、
中
核

の
穀
に
は
、
天
の
中
数

に
象

っ
て
五
分
法
が
と
ら
れ
企
画
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
意
図
は
明
ら
か
に
察

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、

輪

の

図

象

輪

の

規

画

一

(
図
説

車

二
)

輪

の
崇

(高

)

さ
を
六
分

し

て
、

そ

の

一
を

以

っ
て
牙
囲

と
す

る

の
で
あ

る
か
ら
、
牙

囲

は

一
尺

一
寸

で
あ
る
。

A
O
は
輪

の
半

径
、

A
B

は
そ

の
三
分

の

一
、
す

な

わ
ち
直

径

(
高

さ
)

の
六
分

の

一
で
あ

る
。
N
げ

は

A
B

に

等
し

く
し

て
、
牙

囲
を
展
開

し

た
図

で
あ

る
。
牙

の
断
面

は

A
♂
♂

F

で
あ

る
。
牙
幅

は

A
♂

で
、
♂

ノe
11

♂
理

ー
げ

A

11
A
F

は
牙

厚

に
あ

た

る
。

ま

た
疋

ガ

目
,c
♂

は
牙
幅

の
漆
部
♂
H

は
上

の
牙

厚

の
漆
部

(
小
斜

線

が
漆
部

で
ノa
♂

の
間

が
不
漆
部
)

で
あ

る
。

直
径
六

尺
六

寸

の
円
周
を
、

法
象

に
し

た

が

っ
て
十

二
等

分

す
れ
ば

弧

a
c
を
得

る
。

a
c
を

円

の
弦

と

し
、

そ

の
長
を

二
分

(
a
b
"
b

c
)

す

れ
ば

b

c
が
勾

で

規

矩

考
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規

矩

考

o
b
は
股
、
o
c

(
三
尺

三
乎
)

は
弦

で
あ

る
。

し

た
が

っ
て
股

(
o
b
)
は

三
尺

二
寸

で
あ

っ
て

(計
算

値
は

図
解
参

照
)

こ
れ

が
漆
部

の
檸

(廓
)

内

で
あ

る
。

す

な

わ
ち

直
径

で
は
六
尺

四
寸

で
あ

る
。
要
す

る
に
十

二
稜

形

の
辺
と
、

そ

の
対

辺
を
結

ぶ
矩
形
を

一
檸

と
考

え
れ
ば

六
惇

で
十

二
稜

形
を
構
成

す

る
。

ま

た
三
尺

二
寸

半
径

円

に
内
接

す

る
六

稜
形

(
一
辺

e
f
)

の
高

さ
か
ら
牙
幅

を
差

引
け
ば

、

そ
れ
が

牙
厚

の

一
寸

三
分

の
二
に
あ
た

る
。

(牙
幅

の
計

算
値

は

図
解

参
照
)

こ
れ
に
よ

っ
て
、
古
来

問
題
視

さ
れ

て
き
た
牙

囲
、

牙

厚
、

牙
幅

な
ら

び
に
漆
内

の
寸
法

は
、

鄭

玄

の
注
す

る
と

こ
ろ
が
最
も

正
し

い

の
で
あ

っ
て
、

か

つ
そ
れ

は

「
法
象
」

の
応

用
展
開

に
よ
り
規

脚
さ
れ

た
も

の
で
あ

る

こ
と

が
わ

か
る
。
し

た
が

っ
て
後
世

に
多

く
論

議
が

あ

る
が
、
鄭

玄

の
注

解
を
正

し

い
と

し
た
も

の
以
外

の
解

釈

は
誤

っ
て
い
た
と
断
定

さ
れ

る
。

次

に
穀
長
は

三
尺

二
寸

(
H
O
)

で
あ

る
。

(
h

i
-

a

c
で
あ
る
か

ら

H
O

11
b

O
)

穀

径
は

そ

の
三
分

の

一

(
H
I
旺
I

J

1-
J

O
で
あ
る

か
ら
)

l

m
で
あ

る

(
一
尺

三
分

寸

の
二
)

。

穀
径

の
三
分

の

一
が
藪

で

n
r

(
三
寸
九
分

寸

の
五
)

で
あ

る
。

そ
し

て
五
分

の
三
が
賢

で

s
O

(六

乎

五
分

の
二
)

五
分

の
二
が
朝

で

t
O

(
四
寸
十

五
分

の
四
)

の
そ
れ

ぞ
れ
半

径

を
示
し

た
も

の

で
あ

る
。

輻

の
位
置

は
毅
長

の
三
分

の
二
を
外
側

に
、

三
分

の

一
を

内

側

に
し

た
と

こ
ろ

で
あ

る
。
輻

広
は

で
三

寸

五
分

、

こ
れ

も

三
分

の
二

と

三
分

の

一
に
分

け
て
互

に

三

分

の

一
の
個
所

を
合
致

さ
せ
た
寸

法
に
な

る
。
輻

は
三
十
輻

の
制

で
あ

る
か
ら
、

穀
囲

に

内
接

す
る

五
稜

と
広

稜

の

稜

頂

問

の
差

の
二
倍

の

巾

を
も

っ
て

一
輻

宛

の
位

置
に
す

る
。
輻

長
は
明
文

は
な

い
が
以
上

か

ら
必
然
的

に
判

明

す

る
。

す
な

わ
ち
澱
径

の
二
分

の

一
と
牙

幅
を
輪

崇

の

二
分

の

一
か
ら
差

引

い
た

二
尺

三
寸
六
分

寸

の
五

(
y

z
)

が
露
出

し
て

い
る
部
分

で
あ

る
。

こ
の
三
分

の

一
を

(牙

に
近

い
方

)
殺

し

て
細

く
す

る
。

輪

の

規

画

二

(
図
説

車

三
)

規

の
軌

跡
と
矩

形

の
関

係
を
示

し
た
も

の
で
あ

る
。
矩

形

A
B
C

D
は

い
わ

ゆ
る
惇

で
あ

る
。

図
柄

に

み

る
よ
う

に
十
字

形

に
組

合

せ
ら

れ

て
十

二
稜

形
を
得

る
。

法

象

図
形
成

の
法

が
認
め

ら
れ

る
。

a
b

c
d
は

穀

の
形
成
法

で

a
b
は
穀

長

a
d
が
穀
径

で
あ

る
。

輪

の
直

形
は
六

尺
六
寸

(半
径

o
f
)

、

e
f

は
同

円

の
十

三
分

の

二
。

こ
れ

は

五
稜

図
形

に
関

連
し

て

い
る
。

9
h
は
六
尺

四

寸
円

に
内
接

す

る
六
稜

の

一
辺

で
、

牙
厚
寸

法
を
規
定

す

る
。

す
な
わ

ち

i
ー

が
牙
厚
、
ー

1
が
牙
幅
、

k

l
が
不
漆
部

分

に
相

当
す

る
。

m

n
が
輻

長

で
あ

る
。
十

二
、
六
、

四

の
割

円

か
ら
発

展
し
た
規

画

で
あ

る
。
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1

(図説 車二)
輪 の 規 画(1)

潔繍 さ篇 鵡 耀 驚鰍 力繍 嚇 蹴謙
d'e'f')と そ の 展 開 図,Ad'は 牙 幅,d'e'=d'B'=b'Aは 牙 厚,A'a'-c'd'は 牙 幅 の 漆 部,(斜 線 は 漆 部

でa/c'間 は 不 漆 部 を 示 す)

・一 表に示 したように邪iの1が 灘 した部分で,-1が 不1黍の紛 である・

bOは3尺2寸 である。これが漆を塗った惇(廓)内 であって,す なわち径6尺4寸 である。十二稜

の廓内,す なわち円に内接した十二 角形の高 さを言うものである。

纏螺 鶏鞠旛 徽 灘 讐麟葱善
輻は30本 の制であるから,穀 囲に内接する五稜と六稜の差(∠5-∠6)の2倍 の巾を もって1幅 宛

の位置とするのである。
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(図説車三)

輪 の 規 画(II)

図形法にしたがって規の軌跡 と矩形の関係を示す。

EF,FG,GB,BCは 内接十二稜形の各一辺である。すなわちABCDは いわゆる槙を構成 している。

図のようにこれが十字形に組合せられる。

「法象」図の形成の形式がここにみとあ られる。

の欝 禦1鞭畿 農蠕1韮奪 膿 齢 禦 犠 。鷲二
5

とれば,内 接する五稜の一辺になる。

弦hgは6.4尺 円周に内接する六稜の一辺,し たがってijは 牙厚寸法を規定 したもの,jk+klは 牙

幅でklが 不漆部分である。mnは 輻長である。

円径の6分 割や,円 周の12分 割から発展して,す べて象数を当てて円に内接させた方形J多 角形か

ら組成 して規画している。
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⑩

鄭
注
の
法
易
之
.、一材
六
画
と
し
た
三
材
は
三
才
に
通

じ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
車
体
を
分
け
て
輿
、
蓋
、
輪
の
.一.者
、
さ
ら
に
輪
の
穀
、
輻
、
牙
の
三
者
を
...材
に
寓
意
す
る
。

そ
れ
ら
の
選
材
と
伐
木
の
時
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ら

に
三
者

の
任
と
、
そ
の
象
徴
の
関
係
を
記
し
て
い
る
。

瞑
は
慢

(
と
ば
り
)
で
な
く
、
均
し
く
す
る
状
を
三口
う
の
で
あ
る
。
下
迄
は
輪
の
斜
勢
が
あ
る
と
き
に
下
を
見
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
離
れ
て
そ
の
輪

が
均
斉
で
あ
る
か
ど

う
か
を
見
、
近
づ

い
て
地
に
着
く
と
こ
ろ
が
微
少
で
あ
る
か
ど
う
か
を
見
る
。
こ
れ
は
円
を
正
し
く
と
れ
ば
問
題
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
規
の
正
確
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。
ま
た

輻

の
端
直
、
穀
の
眼
、
す
な
わ
ち
中
心
の
正
確
、

牙

の
内
の
爪

へ
蚤
)

の
布
置
の
正
し
さ
、

幅
の
毅
に
入
る
と
こ
ろ

へ酪
)

が
上
下
整

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
参
差
不
斉

(
齪
)
で
は
い
け
な
い
。
輪
が
占
く
な

っ
て
も
柾
わ
ず
、
匡
し
く
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
記
す
。

東
巌
周
礼
訂
義

-
王
昭
禺
日
、
凡
木
之
生
於
山
南
、

而
向

日
則
謂
之
陽
、
生
於
山
北
、
而
背
日
則
謂
之
陰

矩

の
語
に
つ
い
て
、
鄭
敬
仲
日
、
五
寸
之
矩
足
以
尽
天
下
之
方
、
斬
鍛
之
道
所
以
養
其
陰
而
斉
其
陽
者
、

豊
徒
然
哉
、

然
而
本
陰
陽
之
理
、

察
剛
柔
之
性
、

錐
寓
於
規
矩
法
度
之

間
、
豊
徒
形
器
而
巳
、
蓋
有
形
而
上
者
之
道
存
焉
、
故
日
必
矩
其
陰
陽

本
文
の
不
敲
は
、
壊
れ
な
い
、
に
わ
か
に
そ
こ
な
わ
な
い
、
と
い
う
意
。

鄭
玄
の
注
で
は
、
六
尺
六
寸
之
輪
牙
囲
尺

一
寸
、
東
巌

周
礼
訂
義
に
は
、
易
氏
臼
、
乗
車
之
輪
言
之
六
分
、

其
輪
崇
以
其

一
為
之
牙
囲
、
則
牙
囲
尺
有

一
寸
、
当
分
為
両
面
、
鄭
氏

不
分
両
面
、
只
就

一
面
尺
有

一
寸
、
云
々

易
氏
の
説
は
、
東
巌
周
礼
訂
義
に
、
鄭
玄

の
説
と
比
較
し
て
記
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
が
正
し
い
か
を
決
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
載
か
ら
計
算
し
て
両
者
は
、
そ
の
径
で
約
二
分

四
厘
程

の
差
が
あ
る
。
現
尺
度
か
ら
み
れ
ば
約

一
分
七

厘
程
で
、
k
下
で
約
八

・
症
厘
程
の
差
に
あ
た
る
。

陳
用
之

(宋
)
の
疏
解
は
、
東
巌
周
礼
訂
義

の
集
註

に
よ
る
。

薮
は
鄭
玄
注
に
、
鄭
司
農
云
、
薮
読
為
蜂
薮
之
薮
、
清

穀
空
壺
中
也
、
云
々

と
そ
し
て
、
蜂
薮
者
猶
百
趨

也
、
薮
者
衆
輻
之
所
趨
也
、
と
あ
る
。

毅
長
三
尺
二
寸
が
毅
囲
で
あ
り
、
そ
の
径
は

一
尺
三
分
寸
之
二
さ
ら
に
防
三
分
之

一
で
あ
る
か
ら
、
此
の
薮

径
は
三
寸
九
分
寸
之
五
と
な
る
。

朝
と
は
斬

に
同
じ
と
い
う
戴
震
説
は
、
さ
ら

に
穿
を
密
率
の
計
算
法
に
し
て
い
る
。
し
か
し
古
代
で
は
円
周
率
は
三
径

一
で
あ
る
か
ら
意
味
を
な
さ
な
い
、
鄭
玄
の
注
に
は
、
六
瓢

之
率
と
し
て
い
る
。
こ
れ
が
円
率

で
は
な
い
こ
と
を
戴
震
は
指
摘
し
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
古
風
の
技

で
あ
る
。
大
約
の
計
算
法
と
し
て
上
代
以
後
で
も
、
し
ば
し
ば
用
い
ら

れ
て
い
る
。

賢
、
朝
を
大
穿
と
小
穿
と
し
、
穿
内

に
金
属
を
置
く

の
で
あ
る
が
、
古
く
は
青
銅
で
あ
る
。

鄭
玄
の
注
に
は
、
輪
中
規
、
則
圓
臭
、
等
為
萬
莫
、

以
運
輪
上
、
輪
中
萬
糞
、
則
不
匡
刺
也

戴
震
は
補
註
し
て
、
萬
萎
と
は
輪
を
正
す
た
め
の
器
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
如
何
な
る
形
状
の
も
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
直
角
を
持

っ
た
矩
尺
に
類
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
か
。

『東

巌
周
礼
訂
義
』
か
ら
引
用
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
解
説

し
て
い
る
。

鄭
鍔
日
、
輪
既
成
突
、
察
之
之
道
、
又
如
此
萬
矩
也
、

匡
方
也
、

趙
氏
日
、
輪
園
物
也
、
中
規
則
可
知
如
何
欲
其
中
矩
、
蓋
以
規
合
之
固
可
験
其
不
員
処
、
以
矩
合
之
其
四
方

四
角
、
有
不
員
処
亦
可
因
矩
以
験
之

と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
規
円
と
、
矩
方
の
重
合
に
よ
る
割
円
法

へ多
角
形
図
法
)
に
等
し
い
過
程
を
と

る
の
で
あ

っ
て
、
点
験
法
の

一
種

で
あ
る
。
ま
た
、

規

矩

考
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規

矩

考

鄭
鍔
日
、
自
規
之
以
砥
圓
、
至
権
之
以
砥
軽
重
之
偉
、

皆

一
定
之
法
、
法
所
当
然
、
若
夫
不
必
用
規
用
矩
、
不
必
沈
之
水
県
以
縄
、
不
必
量
以
黍
、
権
以
称
皆
自
然
合
乎
、
法
度
可

以
規
、
可
以
矩
、
可
以
水
、
可
以
県
、
可
以
量
、
可
以
権
而
試
之
、
是
則
得
之
於
手
応
之
於
心
出
乎
、
技
巧
之
外
而
非
世
所
能
反
也
、
是
謂
国
工
、
謂
挙
国
皆
無
出
其
右
也

毛
氏
日
、
工
之
作
器
、
以
意
上
之
試
工
、
以
法
意
無
常
用
、
法
有
定
式
、
然
而
無
不
当
於
法
、
此
其
所
以
為

国
工
歎
、
凡
謂
之
国
工
者
、
名
檀

一
国
者
也

⑪

高
田
稿

・・中
国
上
代
に
お
け
る
営
造
意
匠
の
法
式
、
日
本
建
築
学
会
論
文
報
告
集
、
第
六
六
号
昭
和
三
十
五
年

補

註
④

築
i
穀
約
也
、
鐘
帯
謂
之
築
、
か
ね
の
お
び

⑧

櫨
-
車
の
穀
を
お
お
う
革
、
こ
し
き
が
わ
、
負
幹
者
革
毅
相
応
無
職
不
足

◎

墾
-
穿

っ
た
あ
な

⑪

机
-
揺
動
貌
、
あ
や
う
く
不
安
の
さ
ま

⑥

拡
i

量
度
す
る
、
弱

・
萬
也

⑥

濠
1
ね
ば
り

つ
く
、
点
著
す
る

⑥

築
i
物
が
さ
わ
り
う
つ
、
す
れ
あ
う
、
危
う

い
、
鄭
司
農
は
藥
、
搬
、也
と
、
玄
は
謂
築
読
如
復
、
ま
た
必
足
見
、
言
築
大
也
と
。

⑪

仔
-
織
機
に
つ
か
う
ひ
や
、
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
形
に
な

つ
て
い
る
こ
と
、
謂
削
薄
其
践
地
者

①

偉
-
上
と
下
と
が
等
し
い

①

塗
-
泥
土

⑳

搏
i
手
で
ま
る
め
る
意
、
円
厚
也
と
あ
る
。

①

類
1
う
ご
く
、
不
類
於
撃
、
謂
不
動
於
墾
中
也
、
玄
謂
類
、
亦
徹
也

⑭

廉
ー
絶
也
、
挫
、
折
也

⑲

萬
i
車
輪
の
曲
り
を
正
す
器
と
あ
い
ま
い
な
解
が
あ
る
。
鄭
司
農
は
読
為
萬
、
書
或
作
矩
、
と
。
前
語
の
規

に
対
し
て
矩
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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